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研究要旨： 

（背景）薬剤過敏症（いわゆる薬剤アレルギー）や NSAIDs 不耐症や NSAIDs 過敏症（いわゆる

NSAIDs アレルギー）の日本人での頻度は不明であり、その副作用の程度や症状、原因薬剤につい

ても明らかにされていない。すでに我々は、喘息などの有症率などの疫学調査において、インター

ネットを用いた正確かつ精度の高い調査方法を確立した。 

（方法）対象：インターネットによるアンケート調査で、都市部および地方部に住む 20 歳から 

54 歳まで約 1 万人を対象とし、５歳刻みに男女別に分類し、それぞれの階級より２００人ずつラン

ダムに抽出した。「何らかの薬剤アレルギーがありますか」、との問いを行い、ある場合は、さらに

その原因薬剤、誘発症状、程度などをアンケート形式で調査した。さらに肥満などの危険因子との

関連を検討した 

（結果）今回初めて全国 Web 調査により NSAIDs アレルギー（自己申告）の頻度と内容が明らか

になった。OTC 薬と処方薬との頻度は同程度であり、アスピリン（バファリン含め）が多く、誘発

症状は皮膚症状が約 8 割、呼吸器症状が 2 割であった。 

また肥満が危険因子であることが示唆された。 

（結論）全国の一般住民対象にした Web 調査により NSAIDs 過敏症は 20 歳代で約６％、30 歳から

50 歳代で 15％あり、肥満患者に多いことが判明した。また原因薬剤はアスピリンが 40％を占め、

83％が皮膚症状、20％が呼吸器症状であった。 

 
 

図１：P revalences of s elf-reported drug 
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表１：原因NS AIDsと誘発症状
アスピリンが約４０％ 主体は皮膚症状

Prescription 
drug s

No. (%) OT C No. (%)

アスピリン 16 (18.6) ノーシン 6 (6.8)

ロキソニン 11 (12.8) イブ 10 (11.3)

ボルタレン 6 (7) バファリン 28 (31.8)

インダシン 1 (1.2) セデス 6  (6.8)

ハイペン 1 (1.2) ナロンエース 4 (4.5)

セレコックス 0 (0.0% ) パブロン 3 (3.4)

Others 10 (11.6) リングル 2 (2.3)

Unknown 41 (47.7) Others 2 (2.3)

Unknown 27 (30.7)

Antibiotics
N=170*

NS AIDs
N=120* P-value

route

p.o. 146 (83.9) 110 (87.3) P=0.132

i.v . 25 (14.3) 10 (7.9) P=0.101

S uppos itory 0 (0.0) 3 (2.4) P=0.038

others 3 (1.7) 3 (2.4) P=0.665

S ymptomatic  org an

C utaneous 131 (77.1) 99 (82.5) P=0.260

Respiratory 35 (20.6) 24 (20.0) P=0.903

Gastroenterol 34 (20.0) 18 (15.0) P=0.274

C ardiov as cular 24 (14.1) 12 (10.0) P=0.295

Number of s ymptomatic 
org ans

1 114 (72.6) 83 (76.9) P=0.705

2 27 (17.2) 17 (15.7) P=0.688

3 13 (8.3) 6 (5.6) P=0.370

4 3 (1.9) 2 (1.9) P=0.950

 
Ａ．研究目的 

（背景）薬剤過敏症（いわゆる薬剤アレルギー）

や NSAIDs 不耐症や NSAIDs 過敏症（いわゆ

る NSAIDs アレルギー）の日本人での頻度は

不明であり、その副作用の程度や症状、原因薬

剤についても明らかにされていない。すでに

我々は、喘息などの有症率などの疫学調査にお

いて、インターネットを用いた正確かつ精度の

高い調査方法を確立した。 

 

 

Ｂ．研究方法 

対象：インターネットによるアンケート調査で、

都市部および地方部に住む 20 歳から 54 歳ま

で約 1 万人を対象とし、５歳刻みに男女別に分

類し、それぞれの階級より２００人ずつランダ

ムに抽出した。 

「何らかの薬剤アレルギーがありますか」、と

の問いを行い、ある場合は、さらにその原因薬

剤、誘発症状、程度などをアンケート形式で調

査した。さらに肥満などの危険因子との関連を

検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

すべての Web 調査対象から、調査前に同意を

とっており、個人情報は暗号化され、いっさい

含まれていない。当院での倫理委員会での承認

済みである。 

 

 

Ｃ．研究結果 

NSAIDs 過敏症は 20 歳代で約６％、30 歳から

50歳代で 15％あった。肥満患者に多かった（図

１）。また原因薬剤はアスピリンが 40％を占め、

83％が皮膚症状、20％が呼吸器症状であった

（表 1） 

 

 

Ｄ．考察 

・今回初めて全国 Web 調査により NSAIDs ア

レルギー（自己申告）の頻度と内容が明らかに

なった。 

・OTC 薬と処方薬との頻度は同程度であり、

アスピリン（バファリン含め）が多く、誘発症

状は皮膚症状が約 8 割、呼吸器症状が 2 割で

あった。また肥満が危険因子であることが示唆

された。 

・今回の調査により、NSAIDs アレルギー患者

は一般住民にも 10％以上存在し、今後その対

策が必要と考えられた。 
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Ｅ．結論 

全国の一般住民対象にした Web 調査により

NSAIDs 過敏症は 20 歳代で約６％、30 歳から

50 歳代で 15％あり、肥満患者に多いことが判

明した。また原因薬剤はアスピリンが 40％を

占め、83％が皮膚症状、20％が呼吸器症状で

あった。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

「総括研究報告書」 

Ｇ．研究発表 １．論文発表 参照のこと 

 

２．学会発表 

「総括研究報告書」 

Ｇ．研究発表 ２．学会発表 参照のこと 
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